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	1. 内容理解（Content Construction）

	・登場人物とその関係性を理解できる。【Part 1, 2】
・ラビング夫妻がヴァージニアから出ていくことになった理由を理解できる。【Part 1】
・ラビング夫妻がヴァージニアに帰ろうと決意した経緯を理解できる。【Part 2】
・コーエン氏がなぜラビング夫妻に協力するようになったのかを理解できる。【Part 2】
・ナレーションの内容を理解できる。【Part 3, 4】
・ラビング夫妻が公に声を発信した理由と，当時の社会の風潮を把握できる。【Part 3】
・登場人物の気持ちを理解できる。【Part 4】

	2. 言語リソース（Language Resources）

	2.1 文法（Grammar）

	・関係副詞(where / when)【GC-1】
　 1.1 関係副詞(where / when)の機能を理解し，それらが用いられた文の意味を理解することができる。
　 1.2 関係副詞(where / when)を適切に使って，イラストの内容を表すことができる。
・関係代名詞のwhat【GC-2】 
　 2.1 関係代名詞whatがどのような役割を持つかを理解し，それが用いられている文の意味を理解することができる。
   2.2 関係代名詞whatを適切に使って，やり取りをすることができる。

	2.2 語彙（Vocabulary）

	・次の語彙をコミュニケーションにおいて使うことができる（発信語彙）。
名詞: marriage, sir, decision, jail, builder, following, relative, march
動詞: bang, arrest, tremble
形容詞: equal
代名詞: somebody, racial
副詞: suddenly, fortunately, tightly, happily
・上記の語彙に加え，次の語彙の意味を理解することができる（受容語彙）。
名詞: attorney, injustice, restroom, judge, purity, ma’am, justice, constitution
形容詞: loving, illegal, legal, well-known, supreme
副詞: accidentally, legally
・人種差別に関連する語彙をネットワークとして整理し，意味を理解することができる。【VN】

	2.3 慣用表現（Formulas）

	・次の慣用表現の意味を理解し，使うことができる。
   機能表現: Why don’t you do?
   文法構文表現: too … to do 
句動詞: turn down …, hand down …
　 副詞表現: for free, for a moment, at last
   動詞表現: fast asleep, make a decision, have a difficulty in doing, make up someone’s mind, 
stand up for …, speak out against …, change one’s mind
   形容詞表現: millions of …
前置詞表現: because of …

	3. ５領域におけるタスク・ハンドリング（Task-Handling in Five Domains）

	3.1 聞くこと（Listening Domain）

	・本文に関する英文を聞き，正誤を判断することができる。【R&R-1】

	3.2 読むこと（Reading Domain）

	・事実（fact）を正確に捉えて読むことができる。【CC】
・場面ごとの登場人物の気持ちを共感的に読み取ることができる。
・理解が難しい箇所を，文脈や背景知識を活用して推測しながら読むことができる。

	3.3 話すこと（発表）（Spoken Production Domain）

	・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させ，発表することができる。【R&R-2】
・RECAP SHEETを用いながら，自分の言葉で本文内の良かったところを共有できる。【R&R-3】
・登場人物になりきり，劇を演じることができる。【MIY-4】


	3.4 話すこと（やりとり）（Spoken Interaction Domain）

	・Think-Pair-Shareの問いに対して自分の言葉で意見を述べながら，短い会話を行うことができる。（TPS）
・演じる役柄をグループ内で英語で議論できる。【MIY-1, 2】

	3.5 書くこと（Writing Domain）

	・演じる役の原稿を書き上げることができる。【MIY-3】
・法律・裁判に関する語句を理解しながら，穴埋めを行うことができる。【VN】

	3.6 領域統合（Integrated Domains）

	・グループで役割分担を決め，自身のパートの責任を持ち，最後まで演じることができる。【MIY-1, 2, 3, 4】

	4. 学習への向き合い方と学習管理（Attitude & Learning Management）

	・教師の発問に対して積極的に反応している。
・授業中に大きな声で気持ちを込めて音読をしている。
・本課で学習した文法や語彙・慣用表現を，コミュニケーションにおいて積極的に活用しようとしている。
・人種差別に関連する語彙や慣用表現を自分で調べ，ネットワークの充実化を図っている。
・本課の新出語彙・表現を繰り返し読んだり書いたりして，定着を図っている。
・本課の全文を10回以上音読している。【通読用本文】
・ペアワークやグループワーク，演劇に積極的に参加し，責任をもって自分の役割を果たしている。
・授業の振り返り（リフレクション）を行い，学習の成果と課題を明確にしている。
・PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを通して計画的に学習を進めている。
・疑問点を放置せず，先生に質問をしたり，学習書を活用したりして解決している。



略語: GC = Grammar for Communication; VN = Vocabulary Networking, MIY = Make It Yours; R&R = Recap & 
Retell; CC = Comprehension Check; TPS = Think-Pair-Share, SSP= Skills for Sound Production

